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った。大津 ・京都 ・大阪の水運の確保， 7.kカの利
用によるエネノレギーの供給，さらに防火 ・潜概 ・
飲料などの水利用を目的としたこの疏水工事は，
地方開発の大総合プロジェクトであった。ことに
水力は当初水車利用の計画であったのが，途中水
力発電に変更され，日本最初の水力発電事業のス
タートとなった。当時の水力発電所は， 418坪余
の地に平家瓦葺3棟の煉瓦造として建設された。
明治28年，疏水の拡張の議が起り，第2疏水工
事が計画された。蹴上発電所も新しく計画され，
40年出力 4,800 I仰の発電所工事が着手された。京
都市の報告（「京都市三大事業概要」）によれば建
物は「基礎は鉄筋コンクリートを用い四壁の要所
は石材，その他は煉瓦を使用し，屋根は石綿板を
以てこれをふけり，地上55尺5寸地下14尺，室内
を大分して 3か所となし，東の 1室は配水鉄管室
となし，中央の広室には水車直結発電機5基及び
水車直結励磁機2基を据え付け，西の l室は二階
造にして階上には配電盤を装置し，階下は変圧器
室及び倉庫となせり」とある。
上記の由緒 ・沿革にみるように創設当時の発電
所は第2疏水建設にともなう発電能力増強のため
にとりこわし，規模を拡張して新築され，明治45
年6月に竣工したのが現存する建物で、ある。平面
は桁行会長39.6m，梁行15.3mの主家，その西面
中央で西方へ突出した付属家からなる。構造形式
は煉瓦造，単居，屋根石綿スレート葺で，主家の
一部を二階につくる。外観はおよそ往時の姿をと
どめているが，内部は大きく改造されている。発
電所であるために実用本伎の建物で，わずかに妻
壁にはめこまれた石造扇額が唯一の装飾である。
なお，扇額は第 2 疏水の完成時に久~宮邦彦王が
執筆寄贈されたもので「亮天功」とある。建坪
752 m＇。
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